
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　表面およ 裏面に図柄、文字などが記載されたラベル裏面を、該裏面の該図柄、文字な
どの部分を透明なガラス製角瓶の平坦外周面に、付着させることなく固定してなる包装用
瓶。
【請求項２】
　透明なガラス製角瓶が、無色透明なガラス製四角瓶である請求項１に記載の包装用瓶。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明が属する技術分野】
本発明は、ラベル裏面に印刷された図柄および文字などの部分（以下「図柄など」という
ことがある）を瓶内液体を介して認識する場合に、見る位置によって見えたり、隠れたり
する、意外性を有し、マジックボトルとして楽しむことが可能な包装用瓶に関する。
【０００２】
【従来の技術】
　従来ラベルの裏面に印刷された図柄などを瓶内液体を介して認識するラベルの貼付方法
および該ラベルを貼付した包装用瓶が知られている。
　しかし、この場合ラベルは、その裏面全体が包装用瓶の外周面に糊など 介して一体的
に付着されているため、包装用瓶については図柄などを認識するだけで、意外性はなく、
マジックボトルとして楽しむことはできない。
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【０００３】
【発明が解決しようとする課題】
本発明は、意外性を有し、マジックボトルとして楽しむことが可能な包装用瓶を提供する
ことを目的とする。
【０００４】
【課題を解決するための手段】
本発明は、上記課題を達成するため鋭意検討の結果、表面および裏面に図柄などが印刷さ
れたラベルの裏面を透明な角瓶の隅部以外の平坦な外周面に、糊付けすることなく、すな
わち付着させることなく固定するときは、ラベル裏面を、その正面（対面）の位置から瓶
内液体を介して見る場合に、左右約４０度の範囲からは識別可能であるが、該ラベルの左
右側面の位置から瓶内液体を介して見る場合に、左右４５度の範囲からは全く隠れて認識
できない、すなわち、ラベル裏面の図柄および文字などが見る位置を変えることにより見
えたり、隠れたりするため、瓶内液体の利用の際、マジックボトルとして楽しむことが可
能な包装用瓶が得られることを知り、この知見に基づいて本発明を完成した。
【０００５】
　すなわち、表面およ 裏面に図柄、文字などが記載されたラベル裏面を、該裏面の該図
柄、文字などの部分を透明なガラス製角瓶の平坦外周面に、付着させることなく固定して
なる包装用瓶である。
【０００６】
【発明の実施の形態】
　以下、本発明を添付した図に沿って詳細に説明する。
図１は、本発明の包装用瓶の平面概略説明図である。
また図２ａは、図１の包装用瓶を正面Ａから見た場合の概略説明図である。
また図２ｂは、図１の包装用瓶を裏面Ｂから見た場合の概略説明図である。
また図２ｃは、図１の包装用瓶を斜め側面Ｃから見た場合の概略説明斜視図である。
また図２ｄは、図１の包装用瓶を斜め側面Ｄから見た場合の概略説明斜視図である。
【０００７】
本発明で使用されるガラス製角瓶としては、図１に示す如き胴部が４角柱をなした瓶が挙
げられる。
その材質としては、透明なガラスでできたもの、特に無色透明なガラスでできたものが挙
げられる。
本発明の透明なガラス製角瓶としては、色付きのものであってもよい。
色付きのものの場合、ラベル裏面が瓶内液体を介して容易に認識できる程度の着色度のも
のが好ましい。あまり着色度の強いものは、ラベル裏面の図柄などを瓶内液体を介して容
易に認識できない不都合を有する。
【０００８】
本発明で使用されるラベルとしては、表面および裏面に図柄などが印刷または記載された
ラベルが挙げられる。
【０００９】
本発明において表面および裏面に図柄、文字などが記載されたラベルの裏面を、該裏面の
うち該図柄、該文字などの部分を、透明なガラス製角瓶の平坦外周面に付着させることな
く固定する方法としては、▲１▼ラベルの裏面にいっさい粘着糊を付けることなくそのま
まガラス製角瓶の隅部以外の外周面にそっと載せ（置き）、その上から該ラベルと形がほ
ぼ同じで、一周り、あるいは二周り大きい粘着フィルムを被せ、粘着フィルムの外周端の
粘着面を瓶に付着し固定する（この場合、ラベルの裏面は瓶表面には付着しない）方法が
挙げられる。
【００１０】
あるいは、▲２▼ラベルの裏面の図柄および文字などが記載されていない部分（外周端部
余白部分が好ましい）に粘着糊を付け、ラベルの裏面をガラス製角瓶の平坦外周面に当接
させ、上から押圧して当該粘着糊の部分を付着させる方法が挙げられる。
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【００１１】
本発明において、ラベル裏面のうち該図柄、該文字などの部分を、透明なガラス製角瓶の
平坦外周面に付着させることなく固定することは重要であって、該部分のうち一部または
全部を粘着糊などにより付着した場合には、本発明の課題を解決することができない。
【００１２】
すなわち、表面および裏面に図柄、文字などが記載されたラベルの裏面を透明な角瓶の隅
部以外の外周面（平坦外周面）に、付着させるときは、該ラベルの左右側面の位置から左
右４５度の範囲からは、予期した通りラベル裏面が見えるため、意外性はなく、マジック
ボトルとして楽しむことができない。
【００１３】
また、ラベル裏面の図柄、文字などが記載された部分のうち、部分的（一部）にのみ粘着
糊を付け、これを透明なガラス製角瓶の平坦外周面に、押圧して付着させるときは、該ラ
ベルの左右側面の位置から左右４５度の角度からは、ラベル裏面の図柄、文字などのうち
粘着糊により付着した部分がマダラ模様となって見えるため、見た目が悪く、これもまた
マジックボトルとして楽しむことができない。
【００１４】
これに対し本発明は、表面および裏面に図柄などが記載されたラベルの裏面を透明なガラ
ス製角瓶の平坦外周面に、付着させることなく固定するものであるから、ラベル裏面に印
刷された図柄などを瓶内液体を介して認識する場合に、見る位置によって見えたり、隠れ
たりする、意外性を有し、見た目も良く、マジックボトルとして充分に楽しむことが可能
な包装用瓶を得ることができる。
【００１５】
【実施例】
以下実施例を示して本発明の効果をより具体的に説明する。
【００１６】
実施例１
図１に示す如く、本発明の無色透明なガラス製包装用瓶Ｚを、縦７ｃｍ、横７ｃｍ、高さ
１５ｃｍの四角柱胴部１と、図２ａ、図２ｂ、図２ｃ、図２ｄに示す如く、直径３ｃｍ、
高さ４ｃｍの首部２と、該首部の開口端部外周に設けたネジ部（図面簡略のため図示せず
）と、そしてさらにこれに螺合するキャップ３から構成して、上記図の如くセットした。
次いで、図１に示す如き、表面および裏面に図柄、文字などが記載された縦９ｃｍ、横４
．５ｃｍラベル５の裏面を、図２ａに示す如く、ガラス製角瓶Ｚの隅部以外の平坦外周面
のほぼ中央部に載せ、その上端部および下端部を市販の無色透明な粘着テープ（幅１２ｍ
ｍ、長さ５ｃｍ）６で、ガラス製包装用瓶Ｚの平坦外周面に貼付した。
すなわち、粘着テープの上半分と下半分のうち、一方をラベルの端部にそして他方を瓶表
面に付着させた。このとき、ラベル裏面は透明なガラス製角瓶の平坦外周面に付着するこ
とはなかった。
このようにして本発明の包装用瓶を作成した。
この包装用瓶は、図２ｂに示す如く、図１の包装用瓶をラベル裏面の図柄などを、その正
面Ｂの位置（対面側のＢの位置）から瓶内液体を介して見た場合、左右４０度の角度内で
は識別可能であることが判る。また、図２ｃに示す如く、図１の包装用瓶を斜め側面Ｃ（
すなわちラベルの左側面の位置から右４５度）の位置から瓶内液体を介して見た場合、本
来見えてもよいと思われる位置（一点鎖線で示した位置）においてラベル裏面が全く見え
ない。すなわち、ラベルの存在すら判らない。
また、図２ｄに示す如く、図１の包装用瓶を斜め側面Ｄ（すなわちラベルの右側面の位置
から左４５度）の位置から瓶内液体を介して見た場合、本来見えてもよいと思われる位置
（一点鎖線で示した位置）においてラベル裏面の存在が全く判らない。
このことから、本発明の包装用瓶は、ラベル裏面に印刷された図柄などを瓶内液体を介し
て認識する場合に、見る位置によって見えたり、隠れたりする、意外性を有し、マジック
ボトルとして楽しむことができる包装用瓶であることが判明した。
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【００１７】
【発明の効果】
本発明によれば、ラベル裏面に印刷された図柄などを瓶内液体を介して認識する場合に、
見る位置によって見えたり、隠れたりする、意外性を有し、マジックボトルとして楽しむ
ことができる包装用瓶を得ることができる。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の包装用瓶の平面概略説明図。
【図２】ａ　図１の包装用瓶を正面Ａから見た場合の概略説明図。
ｂ　図１の包装用瓶を裏面Ｂから見た場合の概略説明図。
ｃ　図１の包装用瓶を斜め側面Ｃから見た場合の概略説明斜視図。
ｄ　図１の包装用瓶を斜め側面Ｄから見た場合の概略説明斜視図。
【符号の説明】
Ｚ・・・ガラス製包装用瓶
１・・・四角柱胴部
２・・・首部
３・・・キャップ
５・・・ラベル
６・・・粘着テープ
Ａ，Ｂ，Ｃ，Ｄ・・・視点の位置
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